
 考査課目の全てに合格したことを証明します。

  　　　　　年　　　月　　　日 　技能章考査員　　　　　　　　　　印

 考査課目の全てに合格したことを証明します。

  　　　　　年　　　月　　　日 　技能章考査員　　　　　　　　　　印

 考査課目の全てに合格したことを証明します。

  　　　　　年　　　月　　　日 　技能章考査員　　　　　　　　　　印

 考査課目の全てに合格したことを証明します。

  　　　　　年　　　月　　　日 　技能章考査員　　　　　　　　　　印

考査細目 考査方法 合格年月日 認印

（1） 酸性土壌の検出法2種以上につい
て説明でき、そのうち1種について
実演すること。

口述・実演
（1種）

（2） 土壌の化学的成分を説明できるこ
と。

口述または
記述

（3） 湿土の取り扱いと改良法につい
て説明できること。

口述または
記述

（4） 土壌と動植物、微生物の関係につ
いて説明できること。

口述または
記述

（5） 次のうち1種について説明できるこ
と。

口述または
記述
　
　ア 農耕地または芝生の地力の劣化防

止法2種以上

イ 荒地の再生法3種以上

（6） 農耕地で5種の耕土を採取し、び
ん詰めとして標本を作り、採取の
場所を記して提出すること。

作品（標本）
の提出

（7） 近隣の地形をもとに土壌の崩壊を
防ぐプランを立案し、設計図により
説明できること。

口述、作品
（ 設 計 図 ）
の提出

考査細目 考査方法 合格年月日 認印

（1） 現在一般的に使用している農機
具類の名称、使用法、手入れ法を
説明できること。

口述または
記述

（2） 原動機付農業機械と同じ作業を人
力または蓄力で行う場合と能率の
差、機械化による功罪を説明できる
こと。

口述または
記述

（3） 次の機器のうち3種以上の運転操
作ができ、安全と保守管理の注意
点を説明できること。

実演
（運転操作） 
口述
　
　
　
　
　
　
　
　

ア コンバイン　　 　　 
イ 草刈機
ウ 耕うん機
エ 通風乾燥器
オ 自動田植機
カ 病虫害防除機
キ 揚排水ポンプ
ク 脱穀機

（4） 農機具の移り変りについて、レポー
トを提出すること。

報告書の
提出

（5） 農機具の新案、改良の図面等を提
出し、説明できること。

作品
（図面など）
の提出

考査細目 考査方法 合格年月日 認印

（1） 次に揚げる簿記検定試験のいずれ
か1つに合格すること。

検定証提示

ア 日本商工会議所主催の簿記検定3
級 

　

イ 公益財団法人全国商業高等学校
協会主催の簿記実務検定第2級

　

（2） 決算書などを例示し、次のことを説
明できること。

口述

ア 流動資産と流動負債　　 　　 　

イ 引当金 　

ウ 営業外損益 　

エ 固定資産と減価償却 　

オ 付加価値または仕訳帳 　

考査細目 考査方法 合格年月日 認印

（1） 農業（畜産を含む）経営に必要な記
録と帳簿について説明すること。

口述

（2） 納税申告の時期、方法及びこれに
必要な証票、記録を整理し説明で
きること

口述または
記述

（3） 農産物または畜産物を売り渡すと
きに必要な帳簿類の記入実例を学
び、その一例について写しを作成提
出すること。

報告書の
提出

（4） 次のいずれか1つについて調査を
続け、記録に基づいて報告書を作
成し、説明できること。

報告書の
提出

ア 農作物（米、麦、野菜、果樹、飼料植
物、その他の内1つ）の1年間の生
産量と、直接生産に要した費用

　

イ 畜産物（鶏、卵、牛乳、豚、ウサギ、そ
の他の内1つ）　についても、6か月
間の生産量と、直接生産に要した
費用

　

（5） 近隣で生産されている農作物、また
は家畜、畜産物のいずれか1種につ
いて、付近消費地での市場価格の
変動をなるべく詳細に1年間継続
記録して、報告書を作成提出するこ
と。

報告書の
提出

55.	 土壌章

57.	 農業経営章

56.	 農機具章

58.	 簿記章




